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Ⅰ．はじめに





巻頭言

纐纈　厚（理事・副学長（教育学生担当））

　2014 年の秋、山口大学は文部科学省 大学教育再生加速プログラム（テーマⅠ・Ⅱ複合型）の採
択を受けました。事業 2 年目となる山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）は、積極
的に大学改革に取り組んでいます。本学では「発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場」を教
育理念に掲げ、山口大学憲章には、学生と教職員とが、共に育み合う
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ことの大切さを意味する「共
育」の精神を謳っています。山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、本学の教
育理念と「共育」の精神に基づき、学長のリーダーシップのもと、理事・副学長（教育学生担当）
の指揮により事業を鋭意推進しています。
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、テーマⅠ「アクティブ・ラーニング」、
テーマⅡ「学修成果の可視化」の取り組みを通して、①多様な学生すべてに対する能力育成を最
大限支援する、②本学の教育システムを学生および社会に質保証できる、③本事業成果を積極的
に情報発信し、我が国の高等教育全体の発展に貢献することを目指しており、すでにいくつかの
成果が挙がっています。
　テーマⅠ「アクティブ・ラーニング」の取り組みでは、AL ポイント認定制度が共通教育を中心
として運用されており、シラバスにおいてどの形態のアクティブ・ラーニングがどの程度実施さ
れているかが可視化されています。運用初年度としては 8 割以上の授業（共通教育）で AL ポイ
ントの入力が行われ、AL ポイントの設定状況も講義科目や実験・実習科目などの科目特性が反映
されたものになっており、適切な運用がなされています。さらに、学部の専門教育においても一
定の入力が進み、新学部である国際総合科学部では入力率が 9 割以上になっており、AL ポイント
認定制度の全学的な展開が期待されています。また、AL ポイントの科目ごとの分布などから科目
の傾向や特徴を把握・整理する取り組みや、AL ポイントと授業評価アンケートの相関を調査する
などして、本取り組みに関する分析・検証作業を進めており、本制度の適正な運用を図っています。
　テーマⅡ「学修成果の可視化」では、『山口大学教育理念』を整理し、山口大学生に期待される
汎用的能力（ジェネリックスキル）の明確化を行いました。学修到達度調査と学修行動調査を通
して、学生の汎用的能力の測定を実施しています。本学の教育理念に基づいた、山口大学生に期
待される汎用的能力と学修到達度調査の結果を紐付けて学生に示すことで、学生が自身の学修到
達度を把握することができ、山口大学での学びをより深いものにするとともに、能動的な学びが
喚起されることが期待されています。また、ルーブリックの開発・活用が進められており、『山口
と世界』での活用に加えて、正課外教育プログラムのルーブリックが開発・活用されています。
さらに、可視化された学修成果は E- ポートフォリオ等に蓄積をされ、それらを活用しながらエビ
デンスベースの学生支援、学修アドバイスを展開する方向性で進められています。
　今後とも着実に山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）を進めていくことで、組織
的なアクティブ・ラーニングの推進と学修成果の可視化を通した適切な学修支援を実施し、大学
教育改革をより一層加速・推進して参りますので、ご理解ご支援を賜れば幸いです。
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　　Ⅱ．山口大学・大学教育再生加速プログラム
　　　  （YU-AP）事業実績概要





１　アクティブ・ラーニングの組織的推進とALポイント認定制度
　正課及び正課外教育プログラムのアクティブ・ラーニング度を認定する仕組「AL ポイント認

定制度」が導入された。AL ポイント認定制度などによる、シラバスや学修成果の可視化を図る

とともに、アクティブ・ラーニング対応教室の整備を進め、課題解決型授業を中心とした共通

教育全体のアクティブ・ラーニング化を組織的に推進している。

　平成 27 年度から導入された AL ポイント認定制度は共通教育を中心に全学的な取組となって

いる。AL ポイントのシラバスへの入力率は、共通教育科目では 8 割以上、一部の学部では 9 割

以上であり、初年度としては評価できる値であると言え、認知度についてもこれに比例してい

ると考えられる。

　本学ではアクティブ・ラーニングを「教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、認知的、

論理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図るため、学修者の能動

的な学修への参加を取り入れた教授・学習法（発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習

等のほか、教室内でのプレゼンテーション、グループワーク等）を指し、その対象として、授

業科目による正課教育だけでなく、授業外学修である正課外教育を含む。なお、授業科目にお

いては少なくとも 1 コマ以上行うものとする。」としており、各種 AL マニュアルや FD におい

て周知が図られている。

　平成 26 年度に実施した「新しい共通教育に関するアンケート調査結果まとめ」（回答者数：

教員 388 名（40.0％）、学生 1,264 名（64.3％））によれば、「アクティブ・ラーニングを実践して

いるか」という問いに対して、「強くそう思う」「そう思う」と答えた教員が約 25% である一方で、

「アクティブ・ラーニングに関心があるか」という問いに対しては、「強くそう思う」「そう思う」

と答えた教員が約 52％であり、教員からのアクティブ・ラーニングに関するニーズに応えるた

めに、各種取組を進めている。

　また、具体的なアクティブ・ラーニング事例の報告やクリッカーやタブレット機器活用に関

する FD・SD ワークショップが学生も交えて開催されている。学生がワークショップに参加す

ることで、ワークが活性化されるだけでなく、アクティブ・ラーニング実践を教員・職員・学

生が体感することができ、より効果的な FD・SD になっている。AL の実践では、グループワー

ク、クリッカーやタブレット機器が活用される授業が実施されはじめ、さらなる AL の推進が期

待される。また、山口大学は、国立大学法人等の 2014 年度に係る業務実績の評価で、アクティブ・

ラーニングの組織的推進について高い評価を受けた。

２　『山口大学教育理念』整理
　2015 年 5 月に開催された教育研究評議会にて、本学の教育理念に基づき、山口大学生として

卒業時に身に付けていることが期待される汎用的能力（「山口大学生に期待される汎用的能力」）

の明確化について整理を行った。　

　『山口大学教育理念』では、「発見し・はぐくみ・かたちにする　知の広場」の意義や、教養

教育・専門教育において育成される汎用的能力を明示している。今回、それらを次の表のよう

に整理することにより、山口大学生として卒業時に身に付けていることが期待される能力とし
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て明確化した。これに基づいて、学生の汎用的能力に関する学修到達度を可視化し、学生が自

らの学びを実感・省察し、次なる成長に結びつけることが可能となる。また、『山口大学教育理念』

の整理は、大学全体としての教育目標を明確化するものであり、各学部・研究科のディプロマ・

ポリシーの再構築等において参照すべき枠組として意味づけることができる。

表Ⅱ‐1　『山口大学教育理念』の整理
「発見し・はぐくみ・かたちに
する　知の広場」の意義 教養教育において育成される力 専門教育において育成される力

【驚き】
世界や社会にいつも驚きを感
じ、過去・現在・未来に問い
を発し続けます。

【驚き】：驚きを大切にし、「自
ら」が考え・判断・表現・発
言する能力を養います。

【チャレンジし、解決する力】：
あらたな問題や困難にチャレ
ンジし、解決する力を養いま
す。

【個性】
他人と競争し、打ち負かすの
でなく、自分を発見し、はぐ
くみ、世界でたったひとつの
存在になります。

【 個 性 】： 個 性 を 大 切 に し、
心身ともに豊かな人間性と 
＜美＞を発見するこころをは
ぐくみます。

【自分を活かす力】：専門家と
しての知識や能力を身につけ、
自分を活かす力を養います。

【出会い】
自分のうちに閉じこもらず、
自分を超えてひとに出会い、
出会いをはぐくみ、つながり
を築きます。

【出会いと交流】：出会いと交
流の中で、歴史と伝統を重ん
じつつ、異文化を受け入れる
こころを養い、地域社会と国
際社会への責任感や義務感を
培います。

【専門分野を超えて考え行動す
る力】：専門性を活かし、さら
に分野を超えて、人々の幸せ
や社会・環境全体のあるべき
姿について、考え行動する力
をはぐくみます。

【夢】
過去を受け継ぎ、現実をみす
えながら、夢を発見し、夢を
はぐくみ、夢をかたちにしま
す。

【夢】：夢を描き続け、自らが
生涯を通じての＜知の探求 
者＞になる「礎」を築きます。

【世界にはばたいて活躍する
力】：国を超えた多くの人々と
出会い、世界にはばたいて活
躍する力をはぐくみます。

３　山口大学学士課程教育の質保証体系
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、正課教育・正課外教育の双方を含

めた幅広い学びによる学修成果を学修到達度調査や学修行動調査などを通して可視化すること

で、学生の学修成果をアセスメントする方針である（右図）。

　具体的には、YU CoB CuS による正課教育における学修成果の可視化と学修到達度調査及び

学修行動調査による山口大学生に期待される汎用的能力の可視化をより一層進めて、学生の幅

広い学びに対応した学士課程教育、さらには大学院教育を視野に入れた教育の質保証を体系化

していきたいと考えている。さらに、2016 年度からは修学支援システムが改修され、YU CoB 

CuS、学修到達度調査及び学修行動調査、そして GPA などがシステムに組み込まれることにな

り可視化の充実が図られる。

　また、YU-AP 事業では「学びの好循環」をサイクルさせるために、さらなるアクティブ・ラー

ニング推進を実施するとともに、修学支援システム改修に伴い導入される e ポートフォリオを

活用した学生支援、学修支援を充実させたいと考えている。
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図Ⅱ‐1　山口大学学士課程教育の質保証体系

４　教育改善FD研修会の展開
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、林 透 大学教育センター准教授（IR

室長）より、「山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）によるアクティブ・ラーニン

グの推進と学修成果の可視化」と題して、全学部で行われている『教育改善 FD 研修会』にて報

告が行われている。報告では、山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の全体概要、

テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）、テーマⅡ（学修成果の可視化）それぞれの取組について

説明が行われる。加えて、大学教育のパラダイムシフトについての説明として、既存の教育の

内部質保証システム（Teaching の PDCA サイクル）を紹介しながら、YU-AP 事業を通して行

われる「ティーチングからラーニング」の一環としての「学びの好循環（Learning の PDCA サ

イクル）」を創出し、学生の学びを充実させる方向性が示される。

　テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）の取組に関しては、まず、アクティブ・ラーニングの

定義について確認が行われる。また、新しい共通教育の開始に伴う平成 26 年度 10 月～ 11 月に

実施されたアンケートの結果を参照しながら、多くの教員がアクティブ・ラーニングに対して

高い関心を持っているものの実践については、まだ十分ではないと認識されていることについ

ての報告がなされる。AL ポイント認定制度については、AL の可視化や AL ベストティーチャー

表彰制度を通した、AL 実践への動機付けをさらに進めていく方向性が示される。

　続いて、AL ポイント認定制度の運用状況として AL ポイントのシラバスへの入力率、一部の

科目（共通教育科目）の AL ポイントの紹介が行われる。AL ポイント認定制度では、自己評価

によって AL ポイントをシラバス明示するものであるが、AL を前提とした科目については、他

の科目に比して高めにポイントが設定されており、科目特性（AL 科目や実験・実習など）が反

映されていることが見られ、AL ポイントのあり方について一定の妥当性があるといえる状況で
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あることが報告されている。

　AL ポイントの分析については、弱い正の相関ではあるが、AL ポイントが高ければ、「到達目

標達成度」、「授業理解度」、「授業満足度」が増加することが確認されており、引き続き分析・

検証を進めていくことが報告される。AL ポイント認定制度は AL を組織的に推進する取組の一

環であり本制度の整備を進めるのと同時に、AL を推進する FD が展開されていることが説明さ

れる。また、実施済みの FD 取組として、大人数授業と理系基礎科目の AL に関する FD、ICT

活用の FD が展開されていることが報告される。AL 実践については、AL を授業に導入する第

一歩として、ペア及びグループでのワークや振り返り、予習・復習課題（宿題）など少しの工

夫を取り入れた授業が望まれることが示され、AL を進める方策として ICT や AL 教室を活用

する AL があることが説明される。

　テーマⅡ（学修成果可視化）の取組に関しては、学修成果の評価の構図を、間接評価・直接

評価の縦軸と心理測定学的パラダイム（定量的測定）・オルターナティブ・アセスメントのパラ

ダイム（定性的測定）の横軸による 4 象限を用いて、多角的な学修成果測定を進める方向性に

ついて説明される。具体的には、学修到達度調査として PROG（Progress Report on Generic 

Skills）テストが実施されていることが述べられ、PROG では、知識を基に問題解決にあたる力

などのリテラシーと、経験から身につく行動特性としてのコンピテンシーが測定できることが

説明される。次に、アクティブ・ラーニング実践を進めるうえで重要なパォーマンス評価とし

てのルーブリック活用について説明される。学修支援を進めるうえでも重要なポートフォリオ

については、可視化された学修成果を蓄積して、個別の学生に対してポートフォリオを活用し

たエビデンスベースの学生支援、学修アドバスを展開する方向性が示される。最後に、学修支

援の一環として、山口大学・学士課程教育の質保証体系について述べられ、正課外での学びを

含めた幅広い学修については学修到達度調査と学修行動調査で測定し、正課教育では国際総合

科学部で進められている CoBCuS を活用していく方向性が示される。
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５　学生参画型FDの取組実績
　山口大学では、本学の取組が文部科学省大学教育再生加速プログラムの採択を受ける以前か

ら、学生参画型 FD（学生の参画を得ながら大学教育のよりよい発展を目指す活動）に取り組ん

でおり、2015 年度よりは、YC.CAM（ワイシー・キャン）として本格的に活動が開始された。

　YC.CAM とは、大学教育センターの支援を受け、”廣中レポート”の生みの親である廣中 平

祐 元学長が刻んだ「発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場」をキャッチフレーズに、学生

中心の大学づくりを目指している。大学というコミュニティでは、教員、職員、学生が共に学

び合うことが重要であり、YC.CAM は学生の声を大学教育に活かす仕掛けづくりの一環として

位置づけられている。また、YC.CAM は『山大の「デキル」を創ります！』という言葉を理念

として掲げ、学生の手で大学を更に発展させるべく活動している。山口大学・大学教育再生加

速プログラム（YU-AP）が企画・運営する FD・SD ワークショップ等にも積極的に参加しており、

教員・職員・学生が一体となった意識変容、行動変化を図っている。

　学生の諸活動の一つに学外での交流会への参加がある。学生 FD サミットは、2009 年 8 月よ

り 2015 年 9 月まで計 11 回を重ねている全国規模の大会であり、学生とともに進めるファカル

ティー・デベロップメント（FD）という考え方を基礎とし、自大学をよりよくしたいと考え、

行動する教員・職員・学生が、活動の紹介や交流を行うことを目的として開催されている。第

11 回目の学生 FD サミットは、追手門学院大学にて「学生 FD していますか？〜本当に大学が“よ

く”なっている！？」とのテーマのもと開催され、64 大学（北海道から九州までの国公私立大学）

から約 500 名の教職員と学生が一堂に会した。本学からは教員 2 名、学生 4 名（YC.CAM）が

参加した。大会初日には、本学の学生が山口大学での取組み紹介を約 500 名の参加者に対して

行い、多くの参加者の関心を引くことができた。また、2 日目には、全参加者混合のグループワー

クと各大学別グループワークを通して、学生たちが自大学で取組むアクションプランを設計し

た。本学のアクションプランは、主催者及び参加者の投票にもとづいた優秀アクションプラン

に選出され（64 大学中 7 大学が選出）、表彰された。優秀アクションプランに選出されたことに

ついては、2015 年 9 月 24 日（木）に学生より学長に報告がなされ、学長からはさらに積極的な

活躍を期待する旨の激励があった。
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６　他機関訪問調査の受入
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）のこれまで取組んできたアクティブ・ラー

ニングの組織的な推進、正課教育及び正課外教育を通した幅広い学生の学びに対応する多角的

な学修成果の可視化を進めている。これらの取組成果は、国内外の学会等で積極的に発表され、

本事業のホームページからも情報発信を行っている。

　こうした積極的な成果発表等に加えて、2015 年度では 10 月に、くらしき作陽大学と名城大学、

11 月には県立広島大学の山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）取組についての訪

問調査を受け入れた。さらに、2015 年度の 1 月には、日本私立学校振興・共催事業団の学修成

果の可視化、福岡工業大学のアクティブ・ラーニングに関する訪問調査を受け入れ、積極的に

取組成果と情報を発信するとともに、建設的な意見交換を行った。今後も山口大学・大学教育

再生加速プログラム（YU-AP）事業のさらなる発展・向上が期待されている。
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Ⅲ．テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）の実績





１　ALポイント認定制度に基づく分析
　AL ポイント認定制度は授業時間内で、該

当するアクティブ・ラーニングの形態が、ど

の程度行われているかをポイント化して表示

する制度である。共通教育科目では、8 割以

上の入力率となっており、ほとんどの科目で

AL ポイントがシラバスに明示されている。

また、共通教育科目のうち AL（アクティブ・

ラーニング）科目として設定している各科目

についてもその平均値と入力率が出ている。

　全体平均は 4.28 ポイントで、主な AL 科目の平均値は 6.44 となっており、AL 科目とその他

の科目との間に明確な差異が生じていることがみられ、AL ポイントに一定程度の妥当性がある

ことが伺える。また、講義科目に比べて実験・実習科目の平均値は高く、実験・実習科目に比

べて語学科目の平均値が低く設定されていることなど、導入初年度としては、適正な結果が得

られている。AL ポイント認定制度の導入により、履修登録画面や WEB シラバス画面に AL ポ

イントが表示され、単位数や授業計画などに加えて、学生は AL ポイントを参考にすることで主

体的な学修のための履修が可能になっている。

　主な AL 科目の AL ポイントデータからは、AL ポイントの平均値が高く設定されていること

がわかる。共通教育科目において AL 科目として設定している「山口と世界」が 6.13 ポイント

（平均値）、アクティブ・ラーニング手法の一つである反転授業を実践している「科学技術と社会」

が 6.48 ポイント（平均値）と AL ポイントが高くなっている。専門教育科目においても AL ポ

イントについて一定の入力率となっており、今後、一層の充実を目指す。

図Ⅲ‐1　共通教育科目における AL ポイントの推移

表Ⅲ‐1　共通教育科目の AL ポイントデータ

平均値 入力率

全 体 4.28 80.5％

講 義 科 目 4.04 80.5％

実験・実習科目 6.95 80.0％

語 学 科 目 4.43 70.4％

※2015 年度後期現在（速報値）
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　共通教育科目では、各科目を系列別に分類しており、それぞれ「教養コア」「英語」「一般教養」

「専門基礎」「教職基礎」「教養展開」に分けている。これらの系列別の AL ポイントの平均値及

びシラバス入力率は表 1 のとおりである。次に、それら各系列の中で、AL ポイントがどの程度

のボリュームをもって分布しているかを明らかにすることで、系列ごとの特徴をみることがで

きる。「教養コア」では、平均値周辺が最も大きな分布になっていることがわかる。「英語」では，

平均値よりも高い 6 以上の値が大きな分布になっている一方で、平均値付近にも大きな分布が

あり、大まかに二つのアクティブ・ラーニングの度合いに分けてみることができる。また、「専

門基礎」は平均値よりも 1 ポイント程度低い 2 周辺に一番大きな分布があることから、「専門基礎」

科目においては、座学形式の授業が主軸になっていることがわかる。これらのことからも科目・

系列の特性が AL ポイントに反映されていることが明らかになっている。こうした分布図等を基

礎として、より詳細な分析を行うことで、科目・系列の特性に合うアクティブ・ラーニングの

提案やアクティブ・ラーニング化の授業設計等が進められていくことにデータが活用されるこ

とが期待される。

　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の AL ポイント認定制度は、どのような

アクティブ・ラーニングがどの程度行われているかを可視化すると同時に、組織的にアクティブ・

ラーニングを推進するための仕組みの一つとなっている。組織的なアクティブ・ラーニングを

さらに推進するために AL ポイントと授業評価アンケートとの相関をみることで、アクティブ・

ラーニングの教育効果を明らかにする必要がある。ここでは、授業評価アンケートで明らかと

なる「授業時間外学修」「到達目標達成度」「授業理解度」及び「授業満足度」と 2015 年度に入

力された AL ポイントとの相関をみる。

　表 2 は、共通教育科目における AL ポイントと授業評価アンケートとの相関である。授業評

価アンケートのうち，「授業時間外学修」については、現時点において相関が認められなかった

が、「到達目標達成度」「授業理解度」及び「授業満足度」については、弱い正の相関が認められ、

AL ポイントを通したアクティブ・ラーニングの有効性が一定程度示された結果となっている。

　共通教育科目全体の AL ポイントと授業評価アンケートとの相関をみることで、「到達目標達

成度」「授業理解度」及び「授業満足度」に弱い正の相関を認めることができた。一方で、一部

の学部専門教育科目においては、「授業満足度」に強い正の相関、又は「授業時間外学修」に正

の相関を認めることができる場合などがある。これについては、サンプルデータ数等、今後分

析を進めるうえで考慮するべき課題があるものの科目の傾向としては、実験・実習系科目など

が AL ポイント上位科目となっており、いずれも十分な「授業時間外学修」が確保されているこ

とが考えられる。
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表Ⅲ‐2　AL ポイントと授業評価アンケート指標との相関
　

　
　共通教育科目では、AL ポイントと「授業時間外学修」との間に、現時点において相関は認め

られなかったが、授業時間外学修を伸ばすために有効なアクティブ・ラーニングを模索するた

めの基礎的なデータとしての活用が期待できる。AL ポイントと弱い正の相関が認められる「到

達目標達成度」「授業理解度」及び「授業満足度」については、授業において、アクティブ・ラー

ニングを多く実施することで、当該授業における到達目標の達成度、学生の授業内容の理解度、

学生の授業に対する満足度が高まることが示されている。

　共通教育科目全体のデータと学部専門教育科目の事例を総合的にみても、アクティブ・ラー

ニングがより多く実施されれば、学生の「到達目標達成度」などの評価が高くなると考えられ、

アクティブ・ラーニングの教育効果が確認できるものになっている。こうした教育効果につい

ての検証を進め、今後も組織的なアクティブ・ラーニングの推進に AL ポイントデータが活用さ

れることが期待できる。

２　アクティブ・ラーニング推進のためのFD・SD展開及びAL推進チーム形成
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、アクティブ・ラーニングの推進の

ための FD・SD が実施されている。アクティブ・ラーニング推進のための FD・SD は、より効

果的な研修会となるようにワークショップ形式で行われており、体験型で実際のアクティブ・

ラーニングに触れることができる機会となっている。2015 年度 7 月には、KEEPAD JAPAN ア

クティブ・ラーニング研究会との共同企画で『アクティブ・ラーニングのコツを学び、活用し

よう！〜大人数授業、理系基礎科目を事例として〜』と題して、大人数教室で行われる双方向

型授業の実践事例や理系基礎科目におけるクリッカー活用を通したピア・インストラクション

について FD・SD 研修会を行った。また、アクティブ・ラーニング推進のための FD・SD ワー

クショップのパート 2 として、SCSK ㈱との共同企画による『アクティブ・ラーニングのコツを

学び、活用しよう Part2 〜アクティブ・ラーニング教室及びタブレット機器を中心に〜』が開催

され、動画や専用アプリケーションを活用したアクティブ・ラーニングの紹介とその教育効果

について報告があり、参加者参加型の活気溢れる研修会が行われた。

　さらに、2015 年度より、本格的に AL 推進のための AL 推進チーム形成が進められている。

従来の各学部 FD 担当を FD コーディネータとし、大学教育機構の FD 担当と合わせて 18 名の

FD コーディネータが活躍している。FD コーディネータは、学部の教育改善 FD 研修会等の調

整や FD・SD ワークショップへの学部教員の参加を促すなど、各学部での FD を推進する役割

を担っている。　
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３　ALベストティーチャー表彰制度の設計
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、AL ポイント認定制度導入、アクティブ・

ラーニング推進のための FD・SD ワークショップの開催、さらに現在進められている AL ベス

トティーチャー表彰制度とそれに伴うグッドプラクティス（授業教材コンテンツ）の学内共有

を着実に実施することで AL 手法やノウハウの共有を行っている。

　AL ベストティーチャー表彰制度では、「表彰の対象となる者は、授業科目（共通教育の授業

科目をいい、国際総合科学部の授業科目のうち共通教育科目に相当する科目を含む。）を担当す

る全教員（表彰される年度に在職する者。非常勤講師を含む。）であって、かつ、表彰年度の直

前の年度に本表彰制度によって表彰を受けていない者とする」としている。選考については、

AL ポイント認定制度や学生授業評価アンケートを用いることとしている。

　アクティブ・ラーニングのグッドプラクティスについては、これまでアクティブ・ラーニン

グ推進のための FD・SD ワークショップを開催し、大人数授業でのインタラクティブな授業展

開や理系基礎科目でのクリッカーを活用したアクティブ・ラーニング、さらに、タブレット機

器を活用したアクティブ・ラーニングのグッドプラクティスを紹介・共有してきた。これまで

も学内のグッドプラクティスを共有してきたが、今後は AL ベストティーチャー表彰制度と連携

して、受賞者の授業風景や教材コンテンツなどを学内ネットワーク内にて共有できるようシス

テムを構築することが期待されている。

　さらに、AL ポイント認定制度を通した、組織的な AL の推進では、座学系、実験系などの科

目の特性に合わせたアクティブ・ラーニングの実践が推奨されており、AL の各形態（グループ

ワーク、ディスカッション・ディベート、フィールドワーク（実験・実習、演習を含む）、プレ

ゼンテーション、振り返り、宿題）を柔軟に適用した授業の実施が期待されている。AL ポイン

トの活用については、AL ポイントと学生授業評価アンケートとの相関分析が行われ、アクティ

ブ・ラーニングの分析が進められている。また、AL ポイント認定制度により、授業におけるア

クティブ・ラーニングが可視化されることで、学生の主体的な科目履修などに活用され、より

能動的な学びが促進されることが期待されている。
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図Ⅲ‐2　アクティブ・ラーニングのグッドプラクティス共有イメージ
AL：アクティブ・ラーニング

GP：グッドプラクティス（優れた事例）

４　アクティブ・ラーニング推進のための教室及び ICT活用
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、アクティブ・ラーニング推進のた

めの教室及び ICT 活用を積極的に呼びかけている。グループワーク等の実施がより快適に行え

るアクティブ・ラーニング教室では、可動式の椅子と机が実装されており、『山口と世界』等の

授業を中心に活用が進んでいる。

　また、クリッカーや iPad など ICT 活用についても積極的な発信を試みており、本年度後期か

らは本格的にクリッカーの貸出を開始し、専門教育、共通教育、語学科目にて活用されている。

また、iPad では、専用のアプリケーションを使用することで、教員と学生、学生同士のインタ

ラクティブな教育環境を創出されている。iPad を活用することで、授業中の学生の学びの進度

と深度をリアルタイムで教員が把握することで、より深いアクティブ・ラーニングを実施する

ことに寄与している。また、学生の学修状況を全体に共有することも容易であり、アクティブ・

ラーニング対応教室との相乗効果で、教室全体を使ったアクティブ・ラーニングが可能になっ

ている。
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図Ⅲ‐3　ICT 活用によるアクティブ・ラーニング推進関連資料

５　正課外教育プログラムの開発と実践
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、学生参画による事業推進を行って

おり、大学教育センターの支援を得て活動する学生（YC.CAM）とともに『共育ワークショップ』

等の企画・運営を行っている。

　また、学生の参画を得て新しい正課外教育プログラムであるスチューデント・リーダー・プ

ログラム（SLP）も開発と実践が進んでおり、これまでに 7 回が実施されている。テーマごと

の学習会・勉強会の他に、第 3 回 SLP では学習相談会（ピア・サポート）が実践され、第 4 回

SLP では 50 名を超える参加者を集め本学総合図書館アカデミック・フォレストにて活気と熱気

に溢れるキャリア学習会を開催した。また、こうした活動内容を追手門学院大学や広島大学で

発表する機会を得ており、第 6 回 SLP では学外発表の成果報告会を開催した。　
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表Ⅲ‐3　スチューデント・リーダー・プログラム（SLP）開催時期等一覧 
開催時期 メインテーマ 参加者数

第 1 回　2015 年 3 月
学生参画型 FD について理解を深め、大学教育をよ

り楽しくする。

19 名

（学生 15 名）

第 2 回　2015 年 3 月
できないを「デキル」に転換するためのできないこ

とへの挑戦について。

11 名

（学生 7 名）

第 3 回　2015 年 5 月
学生の学生による学習支援の実践。

（学習相談会）

19 名

（学生 19 名）

第 4 回　2015 年 7 月
大学職員志望（公務員含む）のキャリア形成。

（キャリア学習会）

56 名

（学生 48 名）

第 5 回　2015 年 8 月
山口大学における学生参画型 FD のコンセプト共有。

（YC.CAM 勉強会）

11 名

（学生 9 名）

第 6 回　2015 年 9 月
正課外活動の成果共有を通したリフレクション。

（成果報告会）

11 名

（学生 9 名）

第 7 回　2015 年 12 月 図書館における学修支援について。
15 名

（学生 5 名）
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図Ⅲ‐4　正課外教育プログラムシラバスフレーム（一例）
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Ⅳ．テーマⅡ（学修成果の可視化）の実績





１　山口大学生に期待される汎用的能力
　『山口大学教育理念』には、「発見し・はぐくみ・かたちにする　知の広場」の意義とともに、

【驚き】、【個性】、【出会い】、【夢】の 4 つの要素が示されている。これら 4 つの要素に基づき、

教養教育と専門教育を通して、山口大学生として卒業時に身に付けていることが期待される汎

用的能力を示している。「山口大学生に期待される汎用的能力」を学修到達度調査により、【驚き】

は考える力などの知識を活用して問題解決する「リテラシー」、【個性】は自分を活かす力など

の「対自己基礎力（コンピテンシー）」、【出会い】は他人と交流する力などの「対人基礎力（コ

ンピテンシー）」、【夢】は自分の夢をかたちにする力などの「対課題基礎力（コンピテンシー）」

として学修成果の可視化を進めている。

　学修到達度調査の結果は、結果報告書として学生一人ひとりに配付される。結果報告書には

リテラシーとコンピテンシーのレベルと各基礎力の詳細がわかりやすく記載されており、付属

の解説書を活用して自己分析が可能になっている。結果報告書と解説書の配付に合わせて、学

生自身の強みや弱みを確認しあうワークショップ形式の解説会が必修科目の『知の広場』と『キャ

リア教育』行われている。さらに、1 年次生必修の『知の広場』では、山口大学生に期待される

汎用的能力の到達度を把握するワークが次ページのワークシートを活用して行われている。

　さらに、山口大学学士課程教育の質保証を体系的に整理し、正課教育においては YU CoB 

CuS、さらに正課外教育を含むより広い学びについては、『山口大学教育理念』に基づく汎用的

能力（「山口大学生に期待される汎用的能力」）を測定することで多角的な学修成果の可視化を

進めている。こうした学修成果の可視化に併せて、『山口大学教育理念』に基づく汎用的能力（「山

口大学生に期待される汎用的能力」）の育成を主な目的とするアクティブ・ラーニングを前提と

した新しい正課外教育プログラムが開発されている。

　現在、修学支援システムの改修に伴い、学修到達度調査及び学修行動調査による学修成果の

可視化（レーダーチャートによる結果の可視化）、学修履歴を集積するポートフォリオ（e ポー

トフォリオ）の運用準備が進められている。こうした学修成果の可視化や e ポートフォリオを

活用した学修とキャリアに関するアドバイスを充実させることで「学びの好循環」を創出し、

「教育」から「学修」へのシフトを図っている。また、山口大学・大学教育再生加速プログラム

（YU-AP）では、学生参画による事業推進を行っており、大学教育センターの支援を得て活動す

る学生とともに『共育ワークショップ』等の企画・運営を行っている。さらに、参画学生たち

は FD・SD ワークショップにも積極的に参加し、9 月に開催されたルーブリック作成ワークショッ

プでは、自身の活動（正課外教育プログラム）を通して育成する汎用的能力のルーブリックを

作成するなど、学修意識を向上させている。こうしたアクティブ・ラーニング推進、学修成果

の可視化、e ポートフォリオ等のシステムの充実に学生参画を積極的に実施することで「教育」

から「学修」へとシフトし、「学びの好循環」を創出している。
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図Ⅳ‐1　『山口大学教育理念』とリテラシー・コンピテンシー　ワークシート
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２　学修到達度調査及び学修行動調査の実施状況
　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、本学の教育理念に基づく山口大学

生に期待される汎用的能力の達成状況を正課教育だけでなく、正課外教育も含む幅広い学生の

学びを対象にして学修到達度調査（PROG）や学修行動調査（JSAAP）などを通して能力の測

定を行っている。表 3 は、2015 年度の学修到達度調査（PROG）及び学修行動調査（JSAAP）

の受験者データ一覧である。2015 年度より本格的な実施となり、ほぼすべての 1 年生と 3 年生

の学修成果を可視化する学修到達度調査（PROG）及び学修行動調査（JSAAP）が実施されて

いる。

　2015 年度の学修到達度調査（PROG）及び学修行動調査（JSAAP）の実施状況については、

学部ごとに開催されている『教育改善 FD 研修会』にて報告されている。学生の汎用的能力（山

口大学生に期待される汎用的能力）の測定にこうした調査が実施されていることが広く理解さ

れており、学生個別の結果データを学修指導等に活用したいなどの要望があるとおり、学修成

果の可視化によるデータのさらなる活用に期待が寄せられている。

表Ⅳ‐1　2015 年度学修到達度調査（PROG）及び学修行動調査（JSAAP）の受験者データ
学部・学科 1 年 2 年 3 年 4 年 合計

人 文 学 部 190 0 172 0 362

教 育 学 部 0 10 235 0 245

経 済 学 部 352 0 366 0 718

理 学 部 211 0 212 0 423

医学部保健学科 120 0 39 0 159

工 学 部 512 0 81 0 593

農 学 部 95 0 96 0 191

共 同 獣 医 学 部 30 0 28 0 58

国際総合科学部 103 --- --- --- 103

合　　計 1,613 10 1,229 0 2,852

３　学修到達度の可視化
　本学では、全学の教育理念に基づく正課・正課外教育双方を包含する幅広い学びの成果とし

ての、山口大学生が卒業時に求められる汎用的能力（ジェネリックスキル）を示している。全

学の教育理念に基づく汎用的能力（ジェネリックスキル）の達成度を測定するために、学修到

達度調査及び学修行動調査を実施し、多角的に到達目標の達成状況についてアセスメントが試

みられており、本学におけるアセスメントポリシーの方向性として進めている。

　学生に対しては、DP への到達状況を示す YU CoB CuS に基づいたレーダーチャートと、学

修到達度調査の結果を山口大学生が卒業時に身に付けていることが期待される汎用的能力（ジェ

ネリックスキル）として同じくレーダーチャートを用いて明示する方向性で進めている。
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　また、本学において先進的な取組を進めている国際総合科学部では YU CoB CuS の導入によ

り、各科目がどのように DP に貢献しているか、またその過程（学士課程）について可視化され

ており、ポートフォリオやリフレクション・シートを用いて学修支援に活用されている。これ

により目標達成の度合いを見ると同時に卒業時の要件としての DP の達成が明示されることにな

り教育質保証としても機能している。

４　学修・キャリア診断の方向性
　学修到達度調査と学修行動調査によって可視化された学生の学修成果は、学生自身の主体的

な学びを促進するためのリフレクションとして有効であるだけでなく、重要な学生情報として

各種の学生支援に活用されることが期待できる。学修成果や学修履歴を蓄積したポートフォリ

オ（e ポートフォリオ）、成績（GPA）、各種のアンケートのデータは、学修アドバイスやキャ

リアカウンセリングの際に、支援を行うための重要なエビデンスとして使用されることが期待

されている。今後の方向性として、学生データとその他のデータを総合的に収集・分析する IR

（Institutional Research）機能をさらに強化し、学部等との連携とコンサルテーション、教員か

ら学生へのアドバイジング、さらに学生同士の学修支援であるピアサポートなど学生の多方面

からサポートする体制の充実化が検討されている。

　

図Ⅳ‐2　学修・キャリア診断の方向性（イメージ）
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５　正課教育及び正課外教育におけるルーブリックの開発と活用
　山口大学では、大学教育学会における課題研究「学士課程教育における共通教育の質保証」

との連携により、「新しい共通教育」における課題探求型アクティブ・ラーニング科目である『山

口と世界』を対象として、新たな学修成果測定の開発を進めることとした。『山口と世界』は全

学部 1 年次必修科目（工学部のみ 2 年次開講）として設定され、所属組織が異なる 30 名以上の

教員が担当している。開設当初の課題として、全学必修科目として、学生に保証すべき評価基

準の明示が不可欠であり、各授業担当者の教育内容・手法を尊重しながら、共通化すべき規準

の抽出と共有が必要であるという認識のもと『山口と世界』についてコモンルーブリックを開

発することが効果的であると考えられた。

　『山口と世界』コモンルーブリックは、大学教育学会課題研究へのフィールド提供を通して、

コモンルーブリック開発に関するコンサルテーションを受け、『山口と世界』授業担当者を中心

とした FD ワークショップによって開発が進められた。『山口と世界』コモンルーブリックは、

授業初回のオリエンテーションなどで学修目標やタスクの確認のために活用されるほか、担当

教員の授業内容・手法にあわせてローカライズがなされ、ルーブリックで示された各目標に対

する学生自身の省察や学生同士の評価に活用されている。

　さらに、学生参画型 FD の一環として学生が FD・SD ワークショップへ積極的に参加し、

2015 年 9 月に開催されたルーブリック作成ワークショップでは、自身の活動（正課外教育プロ

グラム）を通して育成する汎用的能力のルーブリックを作成するなど、学修意識を向上させて

いる。山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）では、アクティブ・ラーニングの推進、

学修成果の可視化、e ポートフォリオ等のシステムの充実に学生参画を積極的に実施することで

「教育」から「学修」へとシフトし、「学びの好循環」を創出している。
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表Ⅳ‐2　『山口と世界』コモンルーブリック
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表Ⅳ‐3　正課外教育プログラムのルーブリック
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Ⅴ . 山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
事業関連イベント報告
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山口大学 ワークショップ（配布資料） 年 月 日

ドイツ語でのビデオ制作を目標にグループでシナリオ作り、発音
練習、ビデオ撮影を行う。役割を交代して撮影し3本提出する。 

•Project1：口頭練習＆ビデオ撮影 

•Project2：発音練習・シナリオ作成＆ビデオ撮影（60秒/本） 

•Project3：Project2のシナリオをベースに拡張（90秒/本） 

授業支援システム（ ）の活用
•日誌「今日のひとこと」による学生との交流 
•シナリオ作成＆修正・授業記録の共有 
•ビデオの公開・共有 

の活用
•教材提示のためのプラットホーム(URL・PDF) 
•クラス全体での理解度チェック（Image Board） 
•出席確認（Google Form へのリンク） 

外国語学習支援ツール 
アプリ サービス

表現データベース 

Tatoeba Project / imiwa?  
Glosbe / Linguee  

合成音声 

Word Wizard 
acapelabox / SitePal 

 iSpeech 

音声認識 

Dragon Dictation  
Google 音声認識 

文法・語彙練習 

 Quizlet  

ビデオ撮影 

iPad 標準カメラ 
YouTube Capture 

ロイロノートスクール

タブレット端末を活用したアクティブラーニング 
～外国語科目における実践事例を通して～

岩居弘樹 @ 大阪大学全学教育推進機構
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山口大学 ワークショップ（配布資料） 年 月 日

＜学生の声＞ 

声に出すこと 
‘'声に出して覚える”ことの大切さを学びました。僕自身、暗記
が大の苦手なのですが、なぜか先生の授業で習ったことは次の
週にも覚えているという現象が起こりました。それはやはり、
声に出していたからでした。家での学習で暗記科目をする場合
も、声に出していきたいと思います(笑)（工学部・１年・男） 

何よりも僕がこの授業で一番実感したことは、「声に出す回数
の多さ」です。やはりこれがこの授業の一番の魅力なんではない
かと思います。（工学部・１年・男） 

グループでの学習 
発音を確認したり質疑の練習したりする時、グループで協力し合
える環境がとてもよかったです。一人で勉強するより断然楽し
くできました！（工学部・１年・女） 

ビデオで振り返り 
ビデオを撮ってそれを見直すことによってどういうことが出来て
ないのかなどがわかった・・・。ドイツ語の発音が出来ていな
いとか、声がちっちゃいとかなどのこともわかって良かったです。
（工学部・１年・男） 

学び方を学ぶ 
… 特定の言語そのものの習熟を目指すというよりは、未知の言
語に出会ったとき（急にその言語の必要に迫られたとき）に、
いかに要領よくそれを習得するかという、ある種の「学び方」
を学ぶことに主眼を置いているのだと感じた。（未来共生・修士１

年・男） 

参考 

＜ドイツ語授業を紹介している書籍＞ 

吉田・野澤編著「最新ICTを活用した私の外国語授業」丸善プラネット 

「iPad教育活用７つの秘訣」　ウィネット出版 

＜Web記事＞ 

TechTarget Japan: 

・大阪大学がiPadで語学学習、「発音の個別指導」を講‘で実現 

・さよなら“静かな講義室”―iPadで実現した「会話が生まれる講義」とは？   

MacFan.jp: 

【教育とApple】ドイツ語学習の教具・大阪大学授業見学レポート

発音練習 

WordWizard でドイツ語の音声
を聴き、Dragon Dictationで実際
に声を出して発音を確かめる。 

毎回10センテンス程度の発音練習
課題を提示し、Dragon Dictation
で練習。練習結果を提出する。 

授業で扱うドイツ語は Quizlet で
教材化している。Quizlet は合成
音声や録音機能があり、音声教材
としても活用できる。 

シナリオ作成 

授業で提示したドイツ語を用いて
グループで独自のシナリオを作成
する。 

まだ習っていない表現は、imiwa? 
や tatoeba.org などで調べ、必要
に応じて単語を入れ替える。（こ
こで文法の知識が活きる!） 

作成したシナリオは、グループご
とに授業支援システムの掲示板に
アップし、教師がチェック。 

ビデオ撮影 

カメラアプリで撮影し、YouTube 
Captureを使ってアップロード。
YouTube Captureでトリミング
やビデオの追加などの簡単な編集
ができる。絵や写真、文字を入れ
たい場合はロイロノートを使う。 

振り返り活動として、YouTubeの
アノテーション機能を使って自分
が話したドイツ語に字幕（フキダ
シ）をつける。

- 107 -



- 108 -



- 109 -



- 110 -



- 111 -



- 112 -



- 113 -



- 114 -



- 115 -



- 116 -



- 117 -



- 118 -



- 119 -



- 120 -



- 121 -



- 122 -



- 123 -



- 124 -



- 125 -



- 126 -



- 127 -



- 128 -



- 129 -



- 130 -



- 131 -



- 132 -



- 133 -



- 134 -



- 135 -



- 136 -



- 137 -



- 138 -



- 139 -



- 140 -



- 141 -





- 143 -



- 144 -



- 145 -



- 146 -



- 147 -



- 148 -



- 149 -



- 150 -



- 151 -



- 152 -



- 153 -



- 154 -



- 155 -



- 156 -



- 157 -



- 158 -



- 159 -





- 161 -



- 162 -



- 163 -



- 164 -



- 165 -



- 166 -



- 167 -



- 168 -



- 169 -



- 170 -



- 171 -



- 172 -



- 173 -



- 174 -



- 175 -



- 176 -



- 177 -



- 178 -



- 179 -



- 180 -



- 181 -



- 182 -



- 183 -



- 184 -



- 185 -



- 186 -



Ⅵ . 山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）
事業成果報告
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　　Ⅶ . 山口大学・大学教育再生加速プログラム
　　　　（YU-AP）アドバイス会議





山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）アドバイス会議

【１】第 4回アドバイス会議

日　時：2015 年 11 月 6 日（金）12：00 〜 13：30

場　所：Hyatt Regency San Francisco Airport, CA. USA

出席者：Mary D. Sorcinelli, Distinguished  Scholar  in  Residence, Office  of  the  Dean  of  the

Faculty, Mount Holyoke College, Senior Scholar, Bay View Alliance for Reform of 

Undergraduate STEM Education Research Professor, Center for Teaching & Faculty 

Development, UMass Amherst（YU-AP アドバイザー）Andrea L. Beach, Director, 

Office of Faculty Development, Western Michigan University

　　　　林　　透　山口大学 大学教育機構 大学教育センター准教授

　　　　深野政之　大阪府立大学　高等教育推進機構　高等教育開発センター准教授

　　　　山崎慎一　桜美林大学　グローバル高等教育研究所　助手

内容：

（１）山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の進捗状況に関する報告

　山口大学における AP 事業の進捗状況を報告するとともに、Mary D. Sorcinelli 氏から日本の

高等教育における FD のあり方や FDer の活動内容などについて質問があり、意見交換を行い、

アドバイスを受けた。

（２）2016 年度以降の事業計画に関する説明

　2016 年度以降の YU-AP 事業計画について報告を行い、事業 3 年目に差し掛かり、今後の成

果発信において、Mary D. Sorcinelli 氏からの協力を得ながら、進めていくことを確認した。
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【２】第 5回アドバイス会議

日　時：2016 年 3 月 7 日（月）12：00 〜 13：00

場　所：山口大学共通教育棟 2 階会議室

出席者：鳥居　朋子　立命館大学 教育開発推進機構 教授

　　　　川那部　隆司　立命館大学 教育開発推進機構 准教授　

　　　　纐纈　厚　理事・副学長（教育学生担当）

　　　　朝日　孝尚　大学教育機構 大学教育センター長・教授

　　　　林　　透　大学教育機構 大学教育センター 准教授

内容：

（１）2015 年度 山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU･AP）取組概要について

　林　准教授より、山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の事業概要を説明した後、

今年度の取組概要について具体に説明を行った。

　鳥居教授からは、AL ポイント認定制度に関連し、学生にとって AL ポイントを累積して、恩

恵を受けるなどのメリットがあるのかと質問があった。AL ポイント認定制度自体についは、各

授業におけるアクティブ・ラーニングの度合を示す指標であることを説明し、学生に対する意

味づけを丁寧に行うことを言及した。

　川那部准教授からは、AL ポイントを数値化していることは魅力的であり、今後の教学 IR な

どに活かす足がかりになるのではないかとのコメントがあった。学生の履修行動と学修成果と

の関連分析などに活かしてほしいとの期待が寄せられた。

（２）山口大学版 IR 体制の構築について

　林　准教授より、今年度設置された IR 室の組織体制や取組内容について説明を行った。

　業務運営 IR を中心に、本学の組織文化に合った IR を進めていくことを言及した。
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【３】第 6回アドバイス会議

日　時：2016 年 3 月 14 日（月）11：00 〜 13：00

場　所：専門学校グループ YIC Studio3 階 301 教室

出席者：関田　一彦　創価大学 教育・学習支援センター長・教授

　　　　石川　英樹　徳山大学 経済学部長

　　　　馬本　　勉　県立広島大学 学長補佐（教育改革・大学連携）

　　　　武藤　義彦　宇部工業高等専門学校 経営情報学科 教授

　　　　朝日　孝尚　大学教育機構 大学教育センター長・教授

　　　　白澤　文吾　大学院医学系研究科（医） 教授

　　　　川㟢　　勝　国際総合科学部 教授

　　　　林　　　透　大学教育機構 大学教育センター 准教授

　　　　三浦　勝弘　学生支援部教育支援課長

　　　　鷹岡　　亮　教育学部 教授

　　　　星野　　晋　国際総合科学部 講師

　　　　辻　　多聞　大学教育機構 学生支援センター 講師

　　　　河島　広幸　大学教育機構 大学教育センター 助教（特命）

　　　　福田　　孝　学生支援部教育支援課副課長

内容：

（１）山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）事業取組概要及び成果について

　朝日　大学教育センター長より山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の事業概

要及び成果について説明があった。

　関田　創価大学 教育・支援センター長からは、AL ベストティーチャーと既存のベストティー

チャーとの関係について質問があった。AL ベストティーチャー表彰は共通教育における AL 実

践に焦点を当てており、従来の学部ごとで実施されているベストティーチャー表彰とは別に展

開することができる旨説明があった。

（２）創価大学及び共催機関の大学教育再生加速プログラム（AP）事業取組概要について

　関田　教育・学習支援センター長より、創価大学の大学教育再生加速プログラム（AP）事業

取組概要について説明があった。続いて、石川　徳山大学 経済学部長、馬本　県立広島大学 学

長補佐（教育改革・大学連携）、武藤　宇部工業高等専門学校 教授より、各機関の AP 事業取組

概要について説明があった。

（３）大学教育再生加速プログラム（AP）事業取組に関する意見交換

　各機関の AP 事業取組概要説明を踏まえながら、全体で質疑応答・意見交換を行った。

　朝日　大学教育センター長より、遠隔講義でのアクティブ・ラーニングについて言及があった。
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これについて、県立広島大学の例では座学

を補う形で、フィールドワークを導入して

いることが紹介された。
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Ⅷ . 各種セミナー等参加及び訪問調査報告
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Ⅸ . 活動日誌・編集後記
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編集後記

　2015 年度は、前年度に採択となった文部科学省・大学教育再生加速プログラム（テーマⅠ（ア

クティブ・ラーニング）・テーマⅡ（学修成果の可視化）複合型）の取組が着実に進み、その成果

を学内外の研修会、学会等において情報発信することができた。

　テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）では、AL ポイント認定制度が本格実施となり、授業科

目シラバスにおいて AL ポイントが明記され、各授業科目におけるアクティブ・ラーニングの度

合が明示されることとなった。AL ポイント認定制度、アクティブ・ラーニングをテーマとした

FD・SD ワークショップに取り組むことで、学内におけるアクティブ・ラーニングに関する理解

と認知度は高まった。このことは、AP 事業をテーマとした、部局主催の教育改善 FD 研修会で趣

旨説明・意見交換を行う中で強く実感することができた。

　テーマⅡ（学修成果の可視化）では、『山口大学教育理念』を整理して、山口大学生として期待

される汎用的能力を明確化できたことが特筆すべき事項である。このことにより、2015 年度から

全学実施が本格化した学修到達度調査による汎用的能力の測定、その結果を可視化する環境整備

を進めることができた。今後は、各調査結果を踏まえながら、学生によるリフレクションや教員

によるアドバイジングに活かすための諸方策に取り組むステージへと進むことになる。

　これらの取組を支えとなるのは、教員・職員・学生の協働によるラーニングコミュニティの充

実にほかならない。さらには、学内外、国内外における大学関係者や関係機関とのネットワーキ

ングを通して、高等教育のイノベーションを目指していきたい。各方面からのご指導、ご鞭撻の

ほど、よろしくお願いいたします。

大学教育機構　大学教育センター准教授　　林　　　透

　山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）は、事業開始 2 年目となり、AL ポイント

認定制度、学修到達度調査及び学修行動調査をはじめとした多くの取組が進められています。特

に、組織的な AL 推進取組である AL ポイント認定制度は、本格的に全学的な取組として展開さ

れる方向性で進んでいます。本事業のテーマⅠ（アクティブ・ラーニング）、テーマⅡ（学修成果

の可視化）をさらに展開し、本学の教育理念である「発見し、はぐくみ、かたちにする　知の広場」

を実践することで、山口大学らしい「教育（共育）」を進めてまいります。

　今後とも大学関係者、関係諸機関等からのご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上

げます。

大学教育機構　大学教育センター助教（特命）　河島　広幸
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